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 本研究領域は、すぐれた特性をもつ「バルクナノメタル」の材料科学について新しい学理

を確立するとともに、新たな材料開発を目指した重要な研究領域である。ナノスケールの内

部組織とバルクの力学特性との相関を明らかにする意義は大きく、資源・エネルギー・環境

問題等に貢献する新たな材料開発への展開が期待できる。研究計画では、力学特性に焦点を

絞り、転位と粒界の相互作用を明らかにするなど、明確な研究の方向性が示されている。ま

た、計画研究による力学特性の解明と、公募研究での新機能探索という位置づけも明確であ

り、実験と理論、計算を含めた各研究項目の有機的連携により、大きな研究成果が期待でき

る。さらに、十分な実績をもつ研究者とともに、若手研究者が多く参画していることから、

将来的に研究領域の発展も期待できる。 

 


